
 茨城県短⽔路選手権⽔泳競技大会 競技役員手引き 2024.02.03 版 

茨城県短⽔路選手権用に注意していただきたい点のみ掲載しています。 
あとは、通常の競技大会と同じ動きとなります。 
 

 朝の流れ   2/3(土)・2/4(日) 

  77:30 監督者会議。監督者会議後、会場準備を⾏う。  ※2/4(日)は、7:40 から⾏います。 
  88:00 選手入場開始 
   8:40 主任競技役員打合せ 
   8:55 競技役員打合せ 
   9:15 保護者入場開始 
   9:40 開会式  ※2/3(土)のみ 

① 主催者あいさつ 
② 審判⻑注意 
③ 選手宣誓・・・出澤美和（守谷インター） 

  10:00 2/3(土)１日目競技開始  ※2/4(日)2 日目は、9:50~競技開始 
 

 共通理解   

●選手入場(競技) 
   ＜予選＞   前競技中に入場。組のみ紹介する。 
   ＜Ｔ決勝＞ １組しかない種目…ゲート前で 8➡7➡6➡5➡4➡3➡2➡1 レーンの順で紹介・入場。 
            複数組の種目…前競技中に入場。自レーンで紹介する。最終組のみ…ゲート前で紹介後、入場。 
   ＜Ｂ決勝＞  表彰中や前競技中に入場。自レーンで紹介する。 
   ＜決勝＞   ゲート前で 8➡7➡6➡5➡4➡3➡2➡1 レーンの順で紹介・入場。 
●退⽔  予選・決勝全てレース後、自レーンから退⽔する。 

※予選も⽔中待機ではなく、速やかに自レーンから退⽔させてから次競技を開始する。 
●競技役員入退場は、予選開始前・予選終了後・決勝開始前・決勝終了後に⾏う。その際、審判⻑・出発合図員の 

紹介を⾏う。 
●新記録は、即時更新とする。 
●全部署⼀⻫に交代は⾏いません。交代のタイミングについては、各主任の指示に従ってお願いいたします。 
●忘れ物は、更⾐室入口に集める。 
●各控え場所エリア別にマットなどを置いて帰ることは可能とするが、紛失の場合の責任は負えない。 

 

  進⾏・審判⻑・全競技役員   

●タイムテーブルは、泳いでいる時間(全組の平均的タイム)＋30 秒(レース後から審判が笛を吹くまで)で計算している。 
●決勝の入場紹介時間(選手紹介開始から審判の笛まで)を２分間で計算している。 
●Ｂ決勝では、前レース中に入場し、レーン前で選手紹介を始める。紹介時間は１分間で計算している。 
●決勝・Ｂ決勝では、前競技者が退⽔し、落ち着いてから（約30 秒位）次レースの選手紹介を始める。 

 

  出発合図員   

●公式スタート練習   8:50〜9:20 



 

  機械操作員および計時員   

●タッチ板（電光掲示板）と半自動測定器の誤差が、±0.50 秒以上ある場合は、計時主任に報告する。 
  ➡ 審判⻑・折返し監察員確認後、記録訂正の場合あり。 

 

 招集員  

●招集時にＦＩＮＡマークのチェックを⾏う。 
●招集時の点呼は、１➡２➡３➡４➡５➡６➡７➡８の順とする。 
●招集所からレーンに移動する際は、前記（共通理解）移動の順で移動させる。 
●棄権届出用紙・ＦＩＮＡマーク剥がれ申請用紙・プログラム訂正用紙などは第⼀招集所に置く。 

 

 賞典員  

●Ｔ決勝・決勝レース後、上位３位までの選手にメダルを授与する。 
●入賞紹介を⾏うので、プールサードで待機させる。 
●入賞紹介入場前にメダルを渡し、自身でメダルを掛け表彰台に上がる。 
●役員によるメダル授与形式は、⾏わない。 
●入賞者紹介後、優勝者のみ 『優勝者インタビュー』 を⾏います。 
●男子競技終了後、３分後程度をめどに入賞者紹介を開始予定。 
 

 通告員  

●入場は、前記（共通理解）移動の順で紹介する。 
●入賞者紹介は、⼥子3 位➡2 位➡優勝➡男子3 位➡2 位➡優勝の順とする。 
 

 機械操作員  

●ＯＰ参加でも上位２名まで決勝・Ｂ決勝に出場するが出来る。 
●補欠の設定は⾏わない。 
●決勝棄権届がその予選競技終了後、１時間以内であれば、決勝の班組を再度⾏う。 


